‘Bonin Islands’ の誕生 : この名称はいつ、どのようにして生まれたのか by 岩本 陽児









人」の漢字に Bo-nin の綴りが与えられ、添付された仏語訳地図で BO-NIN が使用された。
ロンドンで 1820 年に刊行された太平洋海図がレミュザ説からハイフンのない Bonin の綴
りを採用したことで、現在見る Bonin 諸島の名称が広く普及した。
Ⅰ．はじめに（研究の背景および目的）



















































































































訛って BoninIsland とか BoninShima とかいった」（前川）
〇「無人島［ぶにんじま］」（BoninIslands）にちなんで、無人岩［ぶにんがん］＜ Boninite［ボニナイト］
という名がつけられています＞（貝塚）



















































































日 :2020 年 3 月 20 日）











作、ペリーの日本遠征記によって欧米に知られ、MUNIN → BUNIN → BONIN と転訛した
ので、BoninIslands という名称が一般化した。」（下線、引用者）
補足すると『三国通覧図説』のフランス語訳は、クラプロートによる全訳出版が 1832 年。









































人を Bonin と読み間違え、1817 年に JournaldesSavans 誌 7 月号に発表した（翌年には英















16 世紀半ばから 17 世紀前半にかけて、ヨーロッパ船が日本近海に来航した。これらは、
北西太平洋にあるとヨーロッパ人に思われていた「金銀島」（注 16）探索の艦隊である。
その結果、今日の得撫島や択捉島が発見された。



































（島谷とも）市左衛門（～ 1691（元禄 4）年没）の一行は、1675 年閏 4 月 29 日に最初の
「大島」を発見して着船。5 月 1 日に上陸。10 日には小舟が完成し、沖の島に出船。15 日
に「南の大島」に到着し、翌朝から周回調査。19 日に出発して「本島」に戻り、さらに兄
島、弟島と思われる島々を調査した。宮之浜に大神宮を勧請し、日本領の標識を立てたの












発見伝説の始まりである。これは 27 年後の 1702 年、長直の子と称する小笠原長啓による
渡海願いとなり、さらに 25 年後の 1727 年には、長啓の子と称する小笠原貞任による渡海
願いとなった。これは幕府と、小笠原宗家の家系図調査の結果、貞任の身分詐称が明らか














































































































































































に値する（図 8 に拡大図を示した）（注 36）。
現在の小笠原諸島の名称は ,延宝 3（1675）年に発見されてから明治 3 年に「小笠原」と
改称されるまで , およそ 200 年近くにわたって「無人島」が正式名称だった（平野、2001）


























図 7　「日本志輿地部 日本分野図」（森、1752、本図は森、1754 による）
　国立公文書館蔵、国際日本文化研究センター森幸安データベースによる。






















































江戸時代に長崎出島のオランダ商館長だった上記ティツィング Titsingh, Isaac は、アム
ステルダム出身で、オランダ最初の日本学者とされる。オランダ商館長として 1779 年、
1781 年、1784 年の 3 度来日し、蘭学に関心を寄せる大名、蘭学者らと交流を深めた。大の
日本びいきとして知られ、1784 年にバタビアに戻った翌年からベンガル長官、駐清オラン
ダ大使の要職を歴任した。ただ彼が清・乾隆帝の万寿節（誕生日）祝賀の使節を 1795 年 1
月に終えたとき、オランダにはフランス軍が入り、国王ウィルレム五世はイギリスに亡命
していた。そこでティツィングは 1796 年 12 月にまずロンドンに入り、1801 年に一時オラ
ンダに帰国したあとパリに移住して、1812 年 2 月に没するまでの晩年をパリで暮らした。
この間、クラプロート、レミュザら著名な東洋学者と交流があった。遺著に、『日本風俗図
誌』として知られている、レミュザが編集・刊行した Mémoires et anecdotes sur la 
dynastie des régnante des Djogouns, souverains du Japon（Titsingh，1820）等がある。
ティツィングは 1786 年に林子平『三国通覧図説』が出るとこれをバタビアに取り寄せ、





















































いる（図 12、13）。本文に Bou-nin 表記を追加したことも、これと関係がありそうである。
比較のため、林子平の小笠原地図の表題部分も示しておこう（図 14）。あえて推測するな
ら、レミュザは「無人」に Bo-nin をあてたとき、ブニンと読み、また読ませたかったので




2020 年 3 月 20 日）。
















しかし、レミュザが論文に添付した地図の表題は 17 年論文、29 年論文ともに CARTE
DESILESBO-NINouInhabitees すなわち「Bo-nin もしくは人が住んでいない諸島図」で
あった。前者、17 年論文の付図からロンドンの地図業者で英国海軍御用達だったアロウス












図 14　図 6 の標題部分（拡大図）




図 16　図 15 の小笠原部分拡大図
　小笠原にハワイから最初の入植者が到達する 10 年前、小笠原がまだ無住だった時代に、Bonin Islands








2020 年 3 月 20 日）
　アロウスミスは英国海軍御用達をつとめる地図・海図業者の老舗である。全体 9 葉あるうちの、本図は日
本周辺部分のみを示す。北海道の形状が実際に近づいている。小笠原は、房総半島の南、琉球の東の北緯 26
～ 27 度、東経 141 ～ 142 度あたりに大きく描かれている。島々の分布域は、四国の面積に匹敵する。
―27―
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図 18　図 17 の小笠原周辺部分（拡大図）
　北は聟島列島のケータ（KaterIsland）から南は南硫黄島（St.Augustine）、西は西之島（Disappointment
Island）が北緯 24 ～ 27.5 度、東経 139 ～ 143 度に散在している。森（1754）以来の、異様に大きな小笠
原諸島はついに解消された。しかし、来航者の命名ぶんだけ島が増え、別の混乱が生じている。
図 17　John William Norie の A New Chart of The Pacific Ocean（新太平洋海図、1836 年）
　BarryLawrenceRudermanAntiqueMapsInc. による。
　https://www.raremaps.com/gallery/detail/56007/pacific-whaling-a-new-chart-of-the-pacific-ocean-
exhibiti-norie（最終閲覧日 :2020 年 3 月 20 日）
　Norie もまた、ロンドンの地図業者。2 葉のうち 1 葉のみ（北緯 12 度以北部分）を掲げた。アロウスミ













に、ロンドンの新興地図業者 Norie が出版した新太平洋海図（図 17、18）が、アロウスミ
ス同様 Bonin Islands を継承したのは重要である。しかも、小笠原に来航した諸艦船によ
る、島々に対する個別の命名を反映したため、島の数が実際よりも増えている（図 18）。
図 19　図 17 の標題下に挿入された Port Lloyd 二見湾と Bonin 諸島の詳細図
　太平洋海図左上の標題直下にこの挿図が置かれており、小笠原への関心の高さをうかがわせる。父島の
二見湾が、地図上ではじめて西に開口した。烏帽子岩は Square Rock。要岩は Castle Rock。大村の位置
に Staver’sValley、洲崎に Clarkson’sVillage の名がある。その沖の野羊山には名称がないが、その後削







図 21　図 20 の小笠原部分拡大図
　Norie による 1836 年の海図刊行（図 17 ～ 19）から 8 年後、改めて小笠原を見ると島数が減り、すっき

















さらに 1842 年のアロウスミス（甥に代替わりしている）のアジア図（図 20、21）に示
された Bonin 諸島は、極端にふくれて二見湾が北を向いていた林子平起源の旧弊が補正さ






































Bo-nin がなぜ Bonin となったのか。これについて、最後にひとつだけ考察を追加してお
きたい。従来の研究では指摘されていないことだが、ハイフンのない Bonin は、欧米人に
とっては姓のひとつだったということである（注 47）。ロンドンの地図業者がハイフンつ
きの Bo-nin だったものを Bonin と綴った背景には、これが欧米人にとって聞き覚えのある
名辞だったという可能性を否定できない。さらに言えば、当時の人びとが小笠原諸島のこ












































































































7174722E70627A++/lib/display/?lid=40020PEJ0094700（最終閲覧日 : 2020 年 3 月
20 日）
注 3　もちろん、辞書によっては Bonin の見出し語がないもの（たとえば研究社の『ライ













注 7　原題 Progressive Lessons in the Chinese Spoken Language with List of Common 













注 12　下記 URL で閲覧できる。
　　　https://babel.hathitrust.org/cgi/pt?id=gri.ark:/13960/







































注 22　国立国会図書館デジタルコレクションの坂田諸遠編纂『小笠原島紀事31 巻首 1 巻　
巻之二十六』に所収。https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/994547（最終閲覧日 : 2020

























風のため湊に下船できず、流されて 19 日後に無人島に漂着。5 か月余り滞在して、
伊勢に帰着した一件の記録である。磯野は両島とも鳥が多いとの記述から、伊豆諸
島に属するアホウドリの繁殖地、鳥島であろうとしている。















































































である慶長 2 年の『易林本節用集』（平井 1597）には「無人」の見出し語があり、








注 43　田中（1997､ p.22）はこれを 1825 年としている。なお、クラプロートの無人島に関
する記述は、大熊（1985､pp.32-37）に訳載されている。
注 44　1829 年論文（Rémusat，1829）p.163 の注でレミュザは、クラプロート氏は Mou-
















1817 年論文のものというが、筆者がオリジナルを参照した 1829 年刊行にかかる図










注 47　インターネット調査によって明らかになった Bonin 姓の人びとを、順不同で次に紹
介する。西欧から北米に散っていることが分かる（最終閲覧日はいずれも、2020 年
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